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 東日本大震災（平成２３年３月１１日）  



 台風１０号（平成２８年８月３１日） 



「郷土を愛し復興・発展を支える人づくり」の必要性 

『いわての復興教育』⇒「復興・発展を支える人づくり」 

東日本大震災 台風１０号による被害 



「郷土を愛し復興・発展を支える人づくり」 

○自ら震災と向き合う子ども 

○防災や安全について考える子ども 

○これからの発展について考える子ども 

○学んだことを後世に語り継ぐ子ども 

○自らのあり方を考える子ども 

○未来の社会をつくろうとする子ども 



郷土を愛し復興・発展を支える人づくり 
～「いきる」「かかわる」「そなえる」の実践を通して～ 

●児童一人一人が自ら学び、考え、行動するなどの「生涯教育」の基
礎を培う学習の場であるという考えに立ち、「確かな学力」、「豊かな
心」、「健やかな体」をバランスよく育み、「生きる力」を身につけるため、
全教育活動を通じて展開していく。 

「 いわての復興教育 」の展開  

学校経営の基本方針 

いわての復興教育３つの教育的価値と具体の２１項目の重点化 
教育活動 
・各教科、各領域、各教育 
・総合的な学習の時間 
・道徳教育 
・特別活動 
・家庭・地域との連携 

「いきる」 
かけがえのない命 

心の健康 
体の健康 

「かかわる」 

仲間や地域の人々との
つながり 
地域づくり 

復旧・復興へのあゆみ 

「そなえる」 

東日本大震災の様
子と被害の状況 

学校・家庭地域での
日頃の備え 



「郷土を愛し復興・発展を支える人づくり」の 
復興・防災教育 

○復興教育 

 ・復興教育全体計画・指導計画に基づく実践  

 ・総合的な学習による防災学習会 

   ・心のサポート教育 

 ○防災教育 

 ・地域や家庭と連携した防災活動の実施 

 ・小中高連携による防災活動の実施 



「防災教育推進事業実践校」 
         宮古市立藤原小学校 

           宮古市立河南中学校 

                   岩手県立宮古水産高等学校 

 

・宮古水産高校の実習船による炊き出し訓練 

・河南中学校との合同避難訓練  



復興教育全体計画・復興教育指導計画に基づく実践 



平成２８年度 
   
  
  
 
 

 第４学年復興教育指導計画 

  

 『うみの町「みやこ」をみつめよう』１～１５／１５時 
宮古湾で捕れる魚の種類や漁獲高，加工の様子 
等を課題に調べ学習をする。震災前の漁獲高や， 
漁港の様子等を比較したり，復興の様子について 
調べる。 
 
           副 Ｐ３Ｂ 



  復興副読本の活用 
「いわての復興教育における３つの教育的価値と具体の２１項目」の重点化したもの以外の項目について 

３つの教育的価値と具体の２１項目
について、もれや落としのないように、
必ず触れるようにするために、一覧
表を作成。 

朝読書 各教科 特別
活動 

総合 

道徳 

次年度へ引き継ぐ 
３年間ですべての項目に触れる 



復興教育 「いきる」「かかわる」「そなえる」にかかわる指導の実践 

総合的な学習の時間「防災学習会」 
ライフラインが途絶えた時を想定
した非常食（アルファ化米）の炊
き出し 

６年生が配膳の作業を行い，で
き上がったご飯を容器に分けて
試食 
 

防災備蓄倉庫の中の見学 



「心のサポート」教育 

  今年度の主な実践 
 
 ○毎朝の心とからだ健康チェック 

 ○家庭教育学級「心と体を整えるヨガ教室」 

 ○保健体育委員会による心と体のリラクゼーション 

 



「心のサポート」教育の実践① 

毎朝の心と体の健康チェック 

 
 



「心のサポート」教育の実践② 

家庭教育学級（親子でヨガ教室） 



「心のサポート」教育の実践③ 

心と体のリラクゼーション 



防災教育① 地域と連携した児童の安全確保 

津波を想定した避難訓練（高台避難訓練） 

伊藤牧場跡（学校裏の
高台）への避難訓練 

地域の方も一緒に避難
訓練に参加 



毎年、１年生と４年生に配付 

４月のＰＴＡ総会で説明 

自宅の玄関などに置く 

いざというときの避難場所を家族
で話し合い記入する。 

避難訓練のときに話題にし、家
族で確認したり校報で確認を
呼び掛けたりする。 

防災教育② 家庭と連携した児童の安全確保 
  「避難マップ」を家庭に配付 



防災教育③ 地域と連携した児童の安全確保 

津波シェルター避難訓練（ラサ工業） 

登下校時や放課後
等に津波注意報・警
報が発令されたとき
の避難場所へ避難
する訓練 

歩道橋を境にして， 

学校かラサ工業のど
ちらへ避難すればよ
いか。 



小中高連携した防災活動① 

宮古水産高校による実習船炊き出し訓練 

災害時に実習船を活用   

して食事や休憩場所を
提供できる。 

災害により道路が通れな
い場合でも，船は海上を
移動できる。 



小中高連携した防災活動② 

小中合同避難訓練 

 登校時に津波注意報
発令を想定し，地域の高
台に避難する。 

 避難場所では，中学生
がリーダーとなり，反省
会を行う。 



成   
 
 
        
 

    成 果 

○復興教育全体計画と年間計画をもとに，計画的に指導を 

    行ったことで，児童の郷土を愛し復興・発展を支えていこ 

  うとする態度を育てることができた。 
 

○実践的な復興・防災教育，避難訓練の充実によって，児 

    童の防災意識を高めることができた。 
 

○家庭や地域と連携した防災活動を推進することができた。 

 

 
 

成果と課題 



成   
 
 
        
 

    課 題 

●復興教育の取り組み方についてさらなる工夫が   

   必要。 

 

●小中高連携の取り組みを，次年度以降どのよう 

   に活用していくか。 

成果と課題 




